
 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

・本校の特色・
生徒の進路実現
に沿ったカリキ
ュラムを編成す
る。 
・コミュニケー
ション能力、
ICT 運用能力を
高めさせる授業
を推進する。 
・生徒が主体的
に学習に臨むた
めの課題設定や
家庭学習の推
進、講習などへ
の参加を促進す
る。 

⑴新カリキュラ
ム各科目の特性
を踏まえた授業
研究を進め、成
果を共有する。 

⑵ICT 機器など
の適切な利活用
によって生徒の
学習意欲を高
め、生徒理解を
深めつつ授業改
善に取組む。  

⑶長期休業中の
講座について、
数・質ともに充
実させ、個別指
導や自習につい
てもより効果的
に行われるよう
検討する。  
 
 

⑴教員全体で授
業 研 究 に 取 組
み、研究成果を
共有する機会を
複数回設け、授
業改善に生かさ
れ た か 検 証 す
る。  

⑵BYOD を活用し
た授業の実践例
を蓄積し、改善
の成果を全体で
共有する。  

⑶長期休業中の
講座について、
ニーズをよく聞
き取り、各教科
とその内容を共
有する。 

⑴研究会を複数
回 開 催 で き た
か。  
授業改善に生か
されたか。（生
徒による授業評
価）   
⑵ICT 機器を活
用した授業改善
の実践例をまと
められたか。そ
れらの成果を教
員全体で共有で
きたか。  

⑶長期休業中の
講座の数・質と
もに充実させる
こ と が で き た
か。  

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・学校行事、委
員会活動、部活
動、ボランティ
ア活動を通じ自
主自立の精神を
確立し、次世代
を担えるリーダ
ーの育成に努め
る。 
・挨拶を軸とし
た規律ある学校
生活を確立させ
る。 
・教育相談体制
を更に充実させ
る。 

⑴生徒が積極
的・能動的に社
会に貢献し、次
世代のリーダー
として活躍する
力を養う。 

⑵新入生の部活
動加入率と継続
率が上がり、部
活動が活性化す
るように支援す
る。  

⑶図書館の利用
率や貸出件数が
上昇するように
取組む。 

⑷生徒と協働す
る活動を通し
て、学校生活の
構築を行う。  
⑸外部機関との
連携を通して、
幅広い支援体制
を構築する。 

⑴委員会が円滑
に機能して主体
的に行事の企画
や運営ができる
ように支援し、
社会貢献する資
質が身につくよ
うに指導する。  
⑵新入生が部活
動に対して興味
を持つようにオ
リエンテーショ
ン等を活性化さ
せ、部活動加入
率 を 向 上 さ せ
る。また、入部
後の活動が継続
するように支援
を工夫する。  
⑶図書館の利活
用を促すととも
に読書活動への
啓発を積極的に
行う。  
⑷登下校指導な
どを生徒や保護
者等と連携して
行う。  
⑸外部機関との
連携を強化し、
生徒支援を有効
に行う。 
 
 

⑴行事後のアン
ケ ー ト に お い
て、満足度や達
成度が 80％以上
となったか。  
⑵新入生の部活
動加入率が 80％
以上となってい
るか。 

⑶貸出率が昨年
度の 43％以上と
な っ て い る
か。  
⑷規律ある学校
生活を確立に向
けた活動を、生
徒と協働して複
数回行うことが
できたか。  
⑸共有した情報
を基に、生徒へ
の支援体制を強
化することがで
きたか。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

３ 進路指導・支援 

・希望の進路実
現のために、高
校入学後の早期
に進路意識を高
めさせる。 
 

⑴１年生インタ
ーンシップへの
全員参加を目指
す。  
⑵１年生に対し
て、職業意識を
高めるプログラ
ム を 進 行 す
る。  
⑶学校推薦型選
抜及び総合型選
抜の希望者に対
する指導を強化
する。  
⑷外部テストの
事後指導の強化
をし、四年制大
学への進学率を
高める。 

⑴インターンシッ
プ受け入れ事業所
を確保するととも
に、「仕事のまな
び場」への参加及
び職業調べを課題
と し て 用 意 す
る。  
⑵職種の紹介か
ら理解までを朝
の読書活動や総
合的な探究の時
間で行う。  
⑶希望者との個
人面談を早期に
行い、必要な対
策をきめ細かく
行う。また、面
接や文書の指導
に、全教員で組
織的に取組む。 

⑷外部テストの
振り返りを適切
に行い、結果個
人票の効果的な
活用を進める。
教員に対する研
修を進め、指導
力を高める。  

⑴インターンシ
ップが職業観を
育てるうえで有
効な教育活動と
なったか。  
⑵職業理解のプ
ログラムを１学
期に３回以上行
うことができた
か。  
⑶３年生全員へ
の個人面談が４
月中に実施でき
たか。また、面
接や文書の指導
を効果的に実施
することができ
たか。  
⑷個人結果の振
り返りを強化す
る こ と に よ っ
て、２回目の外
部テストにおい
て、大学進学を
希望する生徒の
60%以上が成績
上昇したか。 

４ 地域等との協働 

・シチズンシッ
プ教育及びボラ
ンティア活動を
通じて、主体的
に社会の形成に
参画する意識を
醸成する。 
・地域の教育力
を活用した学び
をとおして、家
庭や地域社会と
の共通理解を深
めさせる。 

⑴コロナ禍で制
限されていた諸
活動を再開し、
生徒が主体的に
参加する企画を
地域と連携して
実施する。   
⑵学校 HP を適
宜更新し常に新
しい情報を地域
と中学生に発信
する。 

⑴関係機関との
連絡を密にし、
安全かつ充実し
た活動ができる
態勢を整える。  
⑵HP の更新に関
る校内の体制を
充実させるとと
もに、本校の特
色や取組が伝わ
る見やすい画面
構 成 を 心 が け
る。  

⑴一連の企画を
関係機関と連絡
を密にとりなが
ら準備態勢を確
立し、実施でき
ているか。  
(2) ⑵閲覧者の
視点に立ち迅速
な更新がなされ
ているか。  

５ 
学校管理 
学校運営 

・コンプライア
ンスを重視した
事故不祥事の防
止の継続的な取
組を行う。 
・安全、安心で
円滑な学校生活
が送れるような
校内環境を維持
する。 
・教職員が心身
ともに健康的に
教育活動に従事
できる職場環境
を整備する。 
 

⑴個人情報管理
を重点課題と
し、職員の意識
向上を図る。  
⑵コロナ禍にけ
る感染予防対策
の継続と災害時
の自助能力の向
上を図る。  
⑶ICT 環境を整
備して業務の効
率化を図り、働
き方を改善する
職員間の意識醸
成 を 推 進 す
る。  

⑴不祥事防止の
仕組みづくりを
意識した業務改
善に取組む。  
⑵感染症予防に
関する設備・備
品の拡充、防災
備蓄の充実、防
災教育の推進を
図る。  
⑶教育の情報化
を進めるととも
に、管理職主導
のファミリーデ
ーの積極的な活
用を促す。  

⑴情報管理に係
る点検体制を強
化して事故を防
止できたか。  
⑵社会情勢に応
じた感染症予防
策を講じること
ができたか。防
災教育を推進で
きたか。  
⑶ICT 環境の拡
充ができたか。
年休取得率の向
上や時間外勤務
の減少が見られ
たか。  


